
金
滞
古
康
志
巷
廿
七

容
に
、
高
治
二
年
津
田
勘
兵
衛
上
ザ
地
三
百
六
拾
歩
拝
領
被
白
仰
付
一
と

あ
り
。
さ
れ
ば
白
畿
の
位
地
漣
よ
り
玉
井
氏
の
下
邸
へ
か
け
1

い
に

し
へ
津
岡
氏
の
邸
地
な
り
し
と
開
ゆ
。

。
簿
閏
勘
兵
衛
重
次
健

軍
次
は
、
遠
江
守
重
久
入
道
道
供
の
二
男
、
初
め
和
泉
と
稀
す
。
父

重
久
初
め
関
白
秀
次
公
に
奉
仕
す
。
秀
次
公
事
あ
り
し
翠
慶
長
元

年
、
吾
が
藩
の
招
陀
臨
じ
審
士
と
成
り
、
五
千
五
百
石
を
領
し
、
慶

長
十
四
年
致
仕
し
、
軍
次
家
を
繕
ぎ
、
後
一
寓
石
を
領
知
す
。
そ
の

子
孫
鳳
卿
が
新
刊
韓
非
子
解
訪
後
叙
に
一
民
ふ
。
家
組
遠
州
君
震
久
a

卒

内
府
之
亙
曹
e

伏
見
城
之
世
主
-
X
A

慶
長
申
告
v
老
.
仲
子
室
次
稽
昌

和
泉
吋
後
更
a
勘
兵
衛
ニ
縄
v
職
.
父
子
相
織
守
=
大
聖
寺
披
-
者
十
飴
年
。

大
坂
之
役
以
E

宿
持
つ
従
在
畠
中
寧
二
頂
=
参
謀
略
二
塁
次
兄
弟
率
a
私
徒
吋

領
昌
先
鋒
吋
一
審
夜
攻
a

智
内
聞
丸
二
F
衆
傭
v
盤
。
地
矢
如
v
雨
.
徹
織
正
ぺ

北
陸
之
兵
無
T

出
n

共
右
-
者
晶
一
式
々
。
重
次
沙
.a
汰
農
政
↓
…
寧
a
刑
獄
吋
一
統
卒

倒
v
皆
.
専
至
品
会
政
-
一
至
。
と
い
へ
り
。
三
登
記
に
云
ふ
。
寛
永
十
八

年
秋
の
末
に
、
津
田
勘
兵
衛
御
成
の
用
意
と
て
、
作
事
等
を
・
い
と
な

み
、
道
具
の
排
へ
、
京
・
大
坂
へ
人
橋
を
懸
け
ら
れ
け
り
。
然
る
鹿
に

樟
岡
勘
兵
衛
切
死
丹
の
宗
門
た
る
事
務
れ
な
し
と
、
大
手
の
仕
に
筒

守

へ
参
ら
れ
、
大
盤
若
績
舗
に
て
祈
鵡
あ
り
し
に
、
い
か
成
災
難
ぞ
と

人
申
し
け
る
。
右
高
札
立
て
け
る
時
、
公
事
場
よ
り
添
札
立
て
け
る

馬。津田
勘
兵
衛
、
先
年
切
支
丹
宗
門
御
改
に
而
、
高
山
南
坊
流
罪
之
刻
、

彼
宗
門
と
る
び
申
候
得
共
、
内
心
は
立
蹄
b
候
様
に
、
営
廿
日
此
所

に
札
を
立
候
。
乍
v
去
札
之
寄
様
不
v
憐
候
に
付
、
入
品
御
一
披
見
-
候
事
難
v

成
候
問
、
七
日
之
内
に
ひ
そ
か
に
篤
=
告
知
一
英
身
罷
出
.
御
穿
盤
於

落
着
-
は
最
前
御
定
之
御
褒
美
之
上
、
増
被
v

下
候
様
に
可
z
申
上
-
侯
。

此
事
不
a
申
頴
-
候
は
官
、
右
之
札
意
趣
に
可
v
借
伊
立
者
也
。

十

月

廿

三

日

奥

村

源

左

衛

門
岡
嶋
市
郎
兵
衛

小
坂
藤
右
衛
門

右
板
涼
左
兵
衛
書
調
被
-
-
立
置
-
け
れ
共
、
何
之
重
ね
て
異
儀
も
無
ν
之。

乍
v
去
簸
昌
指
置
一
.
江
戸
へ
下
向
也
と
。
或
訟
に
、
南
町
の
越
に
柴
屋
と

云
ふ
町
人
あ
り
。
日
本
に
た
ば
と
は
や
り
来
る
時
‘
此
の
柴
屋
と

一
宮
ふ
者
初
て
金
海
よ
り
寅
初
め
‘
刻
た
ぽ
と
友
E
仕
け
り
。
を
ど
り

歌
に
も
‘
柴
屋
た
ば
と
や
ら
ん
じ
よ
う
や
と
う
た
ひ
け
り
。
此
の
町

人
申
分
仕
出
し
、
律
問
勘
兵
衛
批
判
に

τ、
申
分
は
負
に
成
り

τ、

金
滞
官
蹴
志
巻
廿
七

夫

O

札
を
立
つ
る
。
光
高
君
被
=
聞
召
一
利
常
卿
御
在
江
戸
な
る
に
よ
り
、

飛
脚
を
以
て
被
昌
仰
上
-
け
る
鹿
に
、
先
づ
勘
兵
衡
を
江
戸
へ
被
且
指
越
一

申
欝
を
も
仕
る
や
う
に
御
意
あ
り
け
れ
ば
、
俄
陀
江
戸
へ
参
ら
れ
け

り
。
詮
も
な
き
儀
と
思
召
し
け
れ
E
も
、
共
の
昔
の
切
死
丹
御
吟
味

は
と
る
ぴ
け
れ
ば
事
務
み
け
る
に
、
今
程
は
御
吟
味
は
親
の
代
に

切
死
丹
に
て
、
子
は
他
宗
な
れ
共
遁
れ
が
た
し
。
然
る
故
に
、
猪
子

丸
郎
左
衛
門
・
積
回
廊
五
兵
街
・
金
癒
の
不
飢
坊
・
宮
腰
建
摩
寺
の
不

柴
坊
、
共
の
外
足
騒
己
下
迄
も
、
江
戸
よ
り
指
来
る
に
任
せ
て
、
江

戸
へ
被
通
。
安
江
町
酒
屋
丸
郎
次
郎
は
佃
源
太
左
衛
門
の
聾
怠
る

を、

A
A
も
指
越
に
付
江
戸
へ
被
a

召
寄
ゴ
待
問
勘
兵
衛
も
共
の
昔
少
年

の
時
分
は
年
久
し
。
い
か
成
総
に
て
左
様
の
事
も
あ
り
け
る
や
と
‘

皆
人
知
る
も
の
注
し
。
共
の
背
は
若
き
者
の
伊
建
す
る
者
は
、
是
非

に
此
の
宗
門
に
成
り
て
、
珠
敢
を
首
に
懸
け
、
切
支
丹
の
道
具
に
と

ん
だ
っ
と
や
ら
ん
い
ふ
物
を
腰
に
さ
げ
て
、
是
を
威
勢
と
す
る
事
な

れ
ば
、
勘
兵
衛
儀
も
幼
少
の
時
、
左
様
の
事
も
や
有
り
し
ゃ
ら
ん
と
、

推
量
計
は
申
し
け
れ
共
、
極
ま
り
た
る
詮
鵠
た
し
。
殊
陀
父
遠
江
守

『侠・

道
径
の
年
思
に
は
、
宮
腰
口
の
蹄
龍
寺
に
て
百
自
の
江
湖
を
附
け
、

大
法
曾
を
執
行
せ
ら
れ
‘
悌
一
脚
へ
蹄
依
し
て
正
・
五
・
九
月
は
雨
愛
宕

? 

磯
に
懸
り
け
り
。
此
の
一
類
共
、
勘
兵
衛
を
意
恨
に
思
ひ
け
る
由
申

僻
ふ
る
に
付
き
、
若
し
此
の
一
類
の
末
々
の
者
あ
り
て
、
札
を
立
て

け
る
に
や
と
詩
人
申
し
・
な
ら
し
け
り
。
か
く
て
勘
兵
衛
江
戸
へ
参
着

有
り
て
、
利
常
卿
よ
り
雪
上
被
成
け
れ
ど
も
、
設
様
も
怠
き
事
た
れ

ば
、
湯
喝
の
町
に
徒
に
年
月
を
港
り
、
本
郷
五
丁
目
へ
宿
を
か
へ
て

被
v
住
け
る
が
、
鹿
安
四
年
五
月
廿
日
絡
に
病
死
を
遂
げ
ら
れ
、
子
息

伊
織
・
牟
佑
雨
人
病
中
孝
行
を
盤
し
、
締
寺
へ
移
し
葬
迭
し
、
加
州
へ

被
a
罷
蹄
吋
哀
成
事
共
也
。
父
の
津
田
遠
江
は
奥
三
郎
と
申
す
時
、
明

智
日
向
守
の
家
人
に
て
、
若
年
た
り
と
い
へ
ど
も
、
一
騎
賞
千
の
剛

の
者
に
て
、
備
前
長
光
万
を
明
智
よ
り
賜
は
り
、
本
能
寺
へ
の
先
手

也
。
共
の
後
高
野
山
に
あ
り
し
を
、
秀
吉
会
被
-
-
召
出
一
関
白
秀
次
公

へ
御
付
け
被
v
成
し
が
、
関
白
殿
御
生
害
の
後
、
今
校
内
記
と
一
所
に

被
昌
召
寄
一
道
室
と
申
し
て
、
勘
兵
衛
に
家
替
を
譲
り
、
光
高
君
へ
武

功
の
哨
申
上
げ
、
御
飽
愛
不
v
斜
。
勘
兵
衛
は
御
分
間
郡
中
の
沙
汰

共
、
如
何
様
共
存
寄
次
第
民
可
v
仕
皆
被
a
仰
出
二
商
代
官
民
下
司
を
成

し
た
り
。
惣
領
の
娘
に
松
平
伯
替
の
次
男
を
養
子
聾
と
し
、
津
田
伊

兵
衛
と
名
付
け
、
共
の
娘
子
を
葛
巻
内
臓
助
に
嫁
襲
被
=
仰
付
吋
奥
十

郎
十
四
歳
の
時
、
伊
兵
衛
子
息
髄
之
助
十
一
哉
、
切
々
一
能
を
興
行
せ

，畠.

"、




